
令和６年度 

長野県高等学校新人体育大会 

剣道競技 東信大会 
 

 

 

 

 

 

 

高校新人          

 

挑戦的に・意欲的に・やりがいを求めよう 

 

 

期日：令和６年１０月１９日（土）～２０日（日） 

場所：長野県佐久平総合技術高等学校 

臼田キャンパス 体育館 

 

 

   主  催   東信高等学校体育連盟 

          長野県高等学校体育連盟 

          長野県教育委員会 

 

   後  援   上田市・上田市教育委員会・上田市スポーツ協会 

          東御市・東御市教育委員会・東御市スポーツ協会 

          小諸市・小諸市教育委員会・小諸市スポーツ協会 

          佐久市・佐久市教育委員会・佐久市スポーツ協会 

 

   主  管      東信高等学校体育連盟  各専門部 

          長野県高等学校体育連盟 各専門部 



 

 

（敬称略） 

大  会  役  員 

 

 

 

 

顧    問   土屋 陽一   花岡 利夫   小泉 俊博   栁田 清二 

         母袋 創一     中堀 雅夫    清水 勝彦    伊坂 倉一 

            

 

 

参    与   峯村 秀則   小山 隆文   山下千鶴子   吉岡 道明 

         小野沢 和也  井上 祐一   安藤 貴正   工藤 隆雄 

武居 正憲   大工原 裕之    宮下 美和   山越  弘 

吉澤 健二   北島 敏宏   柳沢 勝美   坂口 健之 

栁澤 弘蔵   上原 浩子     下島 浩伸   柳沢  敬 

中村 信秋   野村 雅幸   佐藤 純也   小林  浩 

山口 智之   土屋 範芳 

 

 

 

 

大 会 長     上原 一善 

大会副会長     西沢 俊一   依田  健 

大会委員長    細田 健司 

大会副委員長     上原 一人 

大 会 委 員    清水 嘉永   井上 祐一   佐藤 靖浩   木内  進 

小森 美明   佐藤 一郎   中島 拓磨   伊原 裕貴 

塚田 智則 

           

 

 

競 技 委 員   春原 夕子   久保田博明   藤原 慎吾   込山 智史 

正村 真一   中村 正輝   佐野 正和   酒井 拓也 

山本  寛   手塚 幹雄   堀  真希   有賀 龍禎  

中野 篤男   田中  海   宮崎 洋介   横澤 克彦 

井出 真一   青木 豊美   塚田 智則 

 

庶    務   森角 裕介 

 

 

 

 

 

【 学校長および評議員 様 】 

 ※本表およびプログラムへの掲載をもって学校職員関係の役員委嘱に代えさせていただきます。   

関係職員に連絡をお願い申し上げます。 

 



会 場 長野県佐久平総合技術高等学校　臼田キャンパス　体育館
主 催 表紙参照
主 管 表紙参照

日 程 １０月１９日（土）　【男子個人戦・女子団体戦】
 7:50～ 開場・受付（受付は依頼審判員のみ）

 8:00～ 8:30 竹刀検量
 8:30～ 審判監督会議
 9:00～ 開会式　１．優勝杯返還　２．大会長挨拶　３．審判長説示　

　　　　　 ４．選手宣誓　５．諸連絡
 9:20～ 競技開始 【男子個人戦　→　女子団体戦】

※試合進行を見て昼休憩を取ります。
競技終了後 終了式　１．個人戦表彰式　２．諸連絡

１０月２０日（日）　【女子個人戦・男子団体戦】
 7:50～ 開場・受付（受付は依頼審判員のみ）

 8:00～ 8:30 竹刀検量
 8:30～ 審判監督会議
 9:00～ 開始式　１．諸連絡
 9:10～ 競技開始 【女子個人戦　→　男子団体戦】

※試合進行を見て昼休憩を取ります。
競技終了後 閉会式　１．表彰式　２．審判長講評　３．大会長挨拶　４．諸連絡

大 会 長 上原　浩子 （軽井沢高等学校長）

審 判 長 酒井　博 （東御清翔）

専門委員長 藤原　慎吾 （東御清翔）

総 務 丹羽　貴 （上田西） 安部　博文 （佐久長聖）

前嶋　輝 （上田染谷丘） 西澤　佳志 （丸子修学館） 細野　雅也 （佐久平総合）

記 録 係 下里　佐智子 （上田千曲） 小山　明彦 （岩村田） 川口　裕希 （野沢南）

三澤　達也 （丸子修学館） 井出　豊彦 （野沢北） 和田　直樹 （上田西）

進 行 丹羽　貴 （上田西）

会 場 係 細野　雅也 （佐久平総合）

検 量 係 前嶋　輝 （上田染谷丘） 寳　祐希枝 （蓼科）

松﨑　伸哉 （東御清翔） 山浦　萌 （野沢南）

受 付 係 三澤　達也 （丸子修学館） 川口　裕希 （野沢南）

駐 車 場 係 細野　雅也 （佐久平総合） 武田　朋大 （丸子修学館）

救 護 係 藤澤　信子 （上田東）

補 助 員 係 前嶋　輝 （上田染谷丘） 丹羽　貴 （上田西）

審 判 員 新井　克巳 （上田千曲） 鈴木　英介 （上田千曲） 神津　純 （上田）

若林　康彦 （上田） 花村　優斗 （上田） 前嶋　輝 （上田染谷丘）

仁木　良子 （上田東） 西澤　佳志 （丸子修学館） 武田　朋大 （丸子修学館）

松﨑　伸哉 （東御清翔） 寳　祐希枝 （蓼科） 新井　雅人 （小諸）

細野　雅也 （佐久平総合） 髙栁　剛士 （岩村田） 山浦　萌 （野沢南）

小林　嘉孝 （小海） 丹羽　貴 （上田西） 安部　博文 （佐久長聖）

門井　誠 （坂城） 中体連の先生方 剣道連盟の先生方

補 助 員 ●会場づくり 剣道専門部、佐久平総合技術・佐久長聖　剣道部
●検量補助 佐久長聖・上田西
●駐車場 剣道専門部、佐久平総合技術
●オフィシャル 　次ページ参照

長野県高等学校新人体育大会　剣道競技　東信大会
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■試合方法

個人戦 トーナメント戦 ４分３本勝負。勝敗が決するまで４分間の延長戦を繰り返す。
団体戦  　リーグ戦 ４分３本勝負。延長戦なし。勝者数・取得本数が同じ場合は、代表戦を行う。　

　 代表戦は４分１本勝負。勝敗が決しない場合は決するまで４分間の延長戦を繰り返す。
トーナメント戦 ４分３本勝負。延長戦なし。勝者数・取得本数が同じ場合は、代表戦を行う。

　 代表者戦は４分１本勝負。勝敗が決しない場合は決するまで４分間の延長戦を繰り返す。
【休息・休憩について】

■注意・連絡事項

1 ◎会場内では、家庭用マスクの着用を推奨する。（個人の判断に任せる）

◎試合時は、シールドまたは面マスクを必着とする。

2
3 竹刀の規定は以下の通りとし、検量は１人２本までとする。時間外の検量は本部で対応。

長さ＝１１７㎝以下 重さ＝男子４８０ｇ以上　女子４２０ｇ以上
先革＝長さ５０㎜以上　 太さ=男子２６㎜以上　女子２５㎜以上
ちくとう部直径＝先革の先から８㎝部分対角方向　男子２１㎜以上　女子２０㎜以上

4 鍔柄のある場合は模様が見えないように使用する。
5 黒金縁面、黒塗り面、アイガード面は使用不可。竹刀割れ防止の装着具も不可とする。
6 面紐の長さは結び目から４０㎝以内にする。
7

8 個人戦、団体戦ともに不戦勝ちの宣告は行う。（団体戦棄権の場合は行わない）
9 選手席は監督、選手のみとする。（個人戦は選手と監督もしくは補助役の生徒一名）

監督は背広・ブレザー、ワイシャツ、ネクタイを着用する。時計の持ち込みはできない。
10
11 足袋・サポーターは剣道用のものに限り使用可。届け出は不要。
12

13

14

15

■試合場・オフィシャル 【オフィシャル担当について】

○男子個人戦・団体戦
上田・上田染谷丘・上田東

入口 　　岩村田・上田西・佐久長聖・佐久平総合
○女子個人戦・団体戦

上田染谷丘・上田西・佐久長聖
　 佐久平総合

■県大会 日 時 １１月１６日(土）、１７日（日）
場 所 飯山高等学校　体育館
申 し 込 み １０月２８日（月）　FAX・Mail 可（原本は大会当日）※出来る限りMailにて。

丸子修学館高校　西澤佳志　宛　　　電話　0268-42-2827　　FAX　0268-41-1050
出場資格 　 男子団体（上位８校）・女子団体（上位５校）、男女個人（上位各8人）
参 加 料 １名1,000円（地区大会終了時に本部にて集金）

団体戦で出場人数に差がある場合、人数の多いチームが出場順を変えずに試合者を決定する（４
人対３人の場合も同様）。その際の整列方法および出場順は、不戦の選手を前に置く。なお、不戦
勝ちの選手と先に出る試合者２名は面を付けて整列する。
　例：副将を不戦にした場合の並びと出場順は、【副将・先鋒・次鋒・中堅・大将】となる。

第三試合場 第一試合場

第二試合場

※状況により、他校の生徒にも協力をお願いします。

補助員の振り分けは、大会当日、本部より指

第四試合場

　全日本剣道連盟試合・審判規則と同細則、および全国高体連剣道専門部・長野県高体連剣道専門部申し
合わせ事項により行う。

目印の色は、組み合わせ番号の若い方を赤とする。また、校名を大きく記さないものとする。

「A表」（損害賠償保険加入のための報告書）を各校大会終了時に提出するか、翌日までにメール
で送信をすること。（東信高体連のホームページ「ダウンロード」から取得可能）

外部招聘の監督の場合は外部指導者契約書の提示が必要。総体予選の際に提出済みの場合は不要。

選手・監督のビデオ撮影は体育館フロアとする（保護者等は観覧席のみ）。撮影は選手やオフィ
シャルよりも後方で行う。また、ランプの点灯等、試合者・審判員の邪魔にならないようにする。

本部

試合運営の円滑化のため、個人戦の交代時は次試合の選手は直ぐに試合場に入れるように待機
しておく。また、団体戦では選手席に入ることよりも相互の礼を優先させる。

４分ごとの延長戦を行い、２回終了後に呼吸を整えさせる為の休息を立礼の位置で行う。
延長戦４回終了後面を外し給水処置を行う等の休憩をとる。休憩時間はおおよそ４分間とし、４分
後までに試合が開始できるように準備する。以後、これを繰り返す。
休憩の場合審判員は一度控え席に下がる。

写真・動画を撮影した場合、その被写体となった選手の了解を得ずネット上にアップすることは、
肖像権の保護の観点から禁止とする。
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